
第２回市民協働による住民自治検討委員会

令和７年５月１５日
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１．第１回検討委員会の振り返り（意見交換、課題の整理）

２．大野市の状況

３．課題に対する全国の対応事例

４．対応策の検討
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１．第1回内容の振り返り（意見交換、課題の整理）

調整前：７０個の意見を１０分野に分類　

調整後：５分野　５１個の意見に分類（重複する意見を集約）

意見を再分類

※別紙資料１　

①人材不足・担い手の問題

②地域活動・行事の問題

③住民意識・価値観の変化

④物的・外的環境の課題

⑤資金・運営の問題

分野ごとの意見の数（調整後）

①
１７個

②
１１個

③
７個

④
８個

⑤
８個
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２．大野市の状況

大野市の現状（活動の視点から）
　同じ目的の活動を各団体が別々に実施している場合がある。
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２．大野市の状況

区長会
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大野市の現状（人の視点から）　各団体間で委員を掛け持ちする場合がある。
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３．課題に対する全国の対応事例

課題 対応策

人材不足
担い手
の問題

若者や新しい人材の確保・発掘 全住民アンケートによる人材・担い手の発掘

役員不足、役職の負担増加
行事・会議の棚卸し（合同実施などによる負担
軽減）

地域活動
行事の問題

行事やイベントの参加者不足
参加者の固定化

全住民アンケートによる住民ニーズの把握と活
動・行事の見直し

こどもの減少で育成会や行事が困難 複数の自治会で共同開催

住民意識
価値観
の変化

若い世代の関心の減少
全住民アンケートによる住民ニーズの把握と活
動・行事の見直し生活スタイル・価値観の多様化による

担い手不足

物的・外的
環境の問題

空き家問題 地域で空き家再生の取り組み

高齢者宅の除排雪 地域の共助による対応（大野市＝優良事例）

資金・運営
の問題

活動資金の不足
経済（営利）活動による活動資金の調達

クラウドファンディングによる活動資金の調達

意見交換での主な課題に対する全国の対応例

6
※大野地区は、令和５年度に中学生以上の全住民を対象にしたアンケートを実施。



３．課題に対する全国の対応事例

１　活動・ニーズの見える化（行事・会議の棚卸し）

 地域にどれだけの活動・行事・会議があるのかを把握
 中学生以上の全住民アンケートで地域のニーズを把握

２　将来の人口と世帯構成を把握（見通しを共有）

 将来の人口推計や世帯構成の変化を共有し、備える

３　行事、会議、事務の共有を進める（負担の軽減、活動時間の確保）
 例）行事の合同開催：体育大会に防災訓練の要素を加える

           敬老会と文化祭を合同で行う

４　地域運営組織の設立（別紙資料２）
  地域で暮らす人々が中心となって、地域内の様々な関係主体が参加する協議組織が

 定めた地域経営の指針に基づき地域の課題解決に向けた取組を持続的に実践

５　集落支援員の活用（別紙資料３）

  過疎地域等の集落の維持・活性化のため、市町村職員と連携し、集落への「目配
 り」として集落の巡回、状況把握を実施（集落点検、集落に対して話し合いの促進など） 

具体的取組
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３．課題に対する全国の対応事例

人口減少に対応した

横のつながり、分野横断的な課題解決型の

地域運営の体制構築（連携・集約）

（地域運営組織の設立、集落支援員の活用など）

話し合いやアンケートなどに基づき、
地区の課題やニーズなどの「見える化」

活動団体が連携して課題に対応
「つながる」ことで効果を発揮

区長会

老人会

まちづくり
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福祉関係
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スポーツ
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8



具体的事例

島根県雲南市鍋山地区（別紙資料４）

・鍋山ささえあい事業

○「まめなか君の水道検針」

（高齢者の見守り＋水道検針・経済活動）

　市水道局との委託契約で水道検針を受託

　毎月、全世帯を訪問、声掛け

○「走れ!!よりそい号」（自家用旅客運送業）

　65歳以上で車の運転ができない方を対象に、地区内を１乗
車300円で運行

（運転手は運営組織職員６人、軽自動車2台で実施）

３．課題に対する全国の対応事例
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４．対応策の検討

課題にどう対応していくのか

人材不足・
担い手の問題

地域活動・
行事の問題

住民意識・
価値観の変化

物的・外的
環境の課題

資金・運営
の問題

人口減少時代に対応した市民協働による住民自治の対応策

これからの住民自治、団体活動をどうしていくか

後期高齢者の割合増加
働き盛り世代の減少

市民ニーズの多様化
担い手不足
負担感増
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４．対応策の検討

地区の人口と世帯構成の推移を確認する
地区の人口や世帯構成の推移を知り、地区の現状、将来を確認する

・支援が必要になる高齢者世帯の推移

地区の行事、会議、組織の棚卸しをする
地区にどれだけの活動、行事、会議があり、どれくらいの「役」があるのかを確認する

・活動、行事、会議を重ねて開催することで時間や負担の軽減を検討する

地区の団体が連携し、課題やニーズについて話し合う
【参考】地区で話し合う流れ

住民のニーズを知る
中学生以上の全住民にアンケート調査をすることで、住民のニーズを知る

・住民の不安や困りごとから、必要となる活動につながる

・質問の設定によって、担い手の発掘や参加者の増加につながる

地区の現状やニーズに対応した組織の見直し

STEP
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